
台風第２号における課題について

関東地方整備局 江戸川河川事務所
埼 玉 県

令和５年９月２５日

資料１
※R5.09.29： P6について、会議時点より一部記載を修正しました。



中川・綾瀬川流域の特徴（流域の地勢）
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○中川は、埼玉県羽生市に源を発し、埼玉県東部及び東京都を流下して、東京湾に注ぐ幹線流路延長約81km、流域面積約811㎢の一級河川。
○綾瀬川は、埼玉県桶川市に源を発し、埼玉県南部と東京都東部の低平地を流下する幹線流路延長約48km、流域面積約176㎢の一級河川。
○中川・綾瀬川流域は、ほぼ全域が標高20m以下の低平地であり、中川の河床勾配は全川で概ね約1/4,000と緩勾配であるため、大雨が降ると
降水は河川により流下されずに流域内に湛水する特性があり、過去から浸水被害が繰り返し発生している。

＜河床勾配の比較＞＜流域の地形地盤高＞

中川・綾瀬川流域の地形（A-A’断面）
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昭和60年以降の14洪水について浸水頻度をみると、低平な地形のため広い範囲で点在しているが、より低い
下流部にまとまって浸水頻度が高くなっている。

地盤高図 浸水頻度図

対象洪水（S60年以降で浸水実績がある洪水）

S60.7、S61.8、H3.9、H5.8、H8.9、H10.8、
H10.9、H11.8、H12.7、H13.10、H14.7、
H16.10.9、H16.10.20、H18.12.26、H19.9.6、
H20.8.28、H21.8.10、H21.10.8、H25.10.16、
H26.6.6、H27.9.9、H28.8.22、H28.9.20

＜流域の地盤高と浸水頻度＞



■ 土地利用の想定

○昭和58年に、河川と流域の湛水分担量を定めた流域整備計画（計画規模１/10）を策定。平成12年に市街化の進行など条件を見直し、改定を行った。
○概ね10年で1/10規模の降雨（217㎜/48h）に対し、宅地の無湛水および、農地の無被害湛水を目標に、河川、流域、ソフト対策により浸水被害の軽減、
防止を図る。

○流域対策には、行政による校庭貯留等の既開発地対策、新規開発に対する対策基準の設定、盛土の規制等が位置づけられている。
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 平成7年時点の土地利用に対して、平成10年時点の都市
計画（市街化区域）および開発計画区域（自治体）が全て
市街地となることを想定

 平成12年計画改定時から概ね10年後に市街化率が51%
と想定

■ 対策の例

■ 中川・綾瀬川総合治水の体系

■ 流域の市街化や土地利用の変遷
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昭和３０年

昭和５０年

平成７年

河道整備

河川における対策の例

平常時

洪水時

改修前

改修後

調節地による洪水調節

流域における対策の例

校庭貯留

開発調整池の整備

盛土の規制

新規開発に対する対策基準

開発規模 対策基準
（haあたり）

1.00ha以上 950㎥又は700㎥

0.05-1.00ha 500㎥

0.05ha未満 各戸貯留等を
積極的に推進

平成12年計画改定時点の土地利用想定（市街化率51％）

中川・綾瀬川流域の特徴（急激な市街化の進展）
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中川・綾瀬川流域の特徴（流域の成り立ち）

江戸時代の利根川・荒川 現在の利根川・荒川

利根川の東遷

荒川の西遷

古利根堰（土地改良区）

古利根川

葛西用水路（垳川との合流）

葛西用水路

3流域内の水田

○中川・綾瀬川流域は、急速な市街化をたどる一方で、現状では流域の約４分の１は水田等が残っている。
○江戸時代以降に行われた「利根川の東遷」「荒川の西遷」により、利根川、荒川から切り離された流域となったのち、見沼代用水、葛西用
水等の低地帯の地形を生かした灌漑用排水網が整備されるとともに、新田開発が行われ、江戸の米倉として人々の生活を支えてきた。

○この農業用水路は現在も残存しているものが多く、流域の市区町の中を流下している。現在、このような水路は、水資源機構、土地改良区、
流域の市町等によって管理されている。



中川・綾瀬川流域の特徴（流域における水の流れの違い）
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＜山地等、勾配のある流域を持つ河川＞ ＜中川・綾瀬川流域＞

流域への降水の流出分がそのまま河道へ合流。
合流量は河川水位に関係ない。

流域への降水の流出分が内水域に湛水し河道へ合流。
河川への合流量は、内水域の湛水位と河川水位の関係による。

○流域の地形特性上、降った雨が河川へ流出せずに湛水するため、流域対策としては、元来の土地の保水・遊水機能の維持、貯留施設の整備、内水
排除施設（ポンプ）整備、河川対策としては、調節池や域外排水施設の整備、河道改修を実施し、これらを総合的に実施することにより降雨による家
屋や田畑の浸水や河川からの氾濫を防ぐこととしている。

低水位時

高水位時

ポンプ排水

排水樋管、樋門、小排水路等

排水樋管、樋門、小排水路等



一般的な浸水要因について
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○ 中川・綾瀬川流域では、過去から継続的に、近年では平成25年10月洪水、平成27年9月洪水、令和元年10月洪水等、内水によ
る浸水被害が頻発している。

○ これまでに生じた洪水及び令和5年6月洪水による浸水被害を踏まえて、浸水要因を分析し、それを踏まえた対策を実施する必
要がある。

○ 一般的に考えられる浸水要因は以下のとおり。
①内水ポンプ等の排水先河川における水位上昇により吐出停止水位に達し、ポンプを停止したことによる浸水
②内水ポンプ等の排水先河川への排水ポンプの能力不足による浸水
③排水先河川からの逆流による浸水
④短時間で集中的な豪雨による下水道等の水路の流下能力不足、つまり等による浸水
⑤河川からの越水、溢水等氾濫による浸水
⑥その他

○ 今後、市町・県・国が連携し、今次出水について浸水要因を確認し、必要な対策について検討を行う。

P 河川の
水位上昇

③排水先河川からの逆流による浸水

②内水ポンプ等の排水先河川への
排水ポンプの能力不足による浸水

④短時間で集中的な豪雨による
下水道等の水路の流下能力不足、
つまり等による浸水 ▽ＨＷＬ

①内水ポンプ等の排水先河川における水位上昇により
吐出停止水位に達し、ポンプを停止したことによる浸水

一般的な浸水要因のイメージ

⑤河川からの越水、溢水等氾濫による浸水



想定される台風第２号による浸水の主な要因について

6

要因 春日部市 草加市 越谷市 八潮市 三郷市 吉川市 松伏町

①排水先河川（国・都県）におけるポンプ
停止水位到達

○ ○

②排水先河川（国・都県）への排水ポンプ
の能力不足

○ ○ ○ ○ ○ ○

③排水先河川からの逆流 ○ ○ ○

④下水道等の水路下水道水路の未整備、
流下能力不足、詰まり等

○ ○ ○ ○

⑤河川からの越水・溢水等氾濫

⑥その他
 排水先が農業用水となっている
 排水先河川・水路（市管理）が未整備
 計画以上の降雨量
 地形的要因（窪地）、地勢及び土地利用

○ ○ ○ ○

※市町への調査結果により作成



【国・県・市町】
・水害リスク情報の公表
・土地利用や住まい方の工夫
・立地適正化 等

【国・県・市町】
・洪水予測
・洪水予報河川等の指定
・雨水出水浸水想定区域の公表等
・水防活動時における情報共有・連携強化
・排水施設の稼働状況の一元的な共有に向けた検討
・ワンコイン浸水センサによる流域の浸水状況把握 等

中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ

○今次出水を踏まえ、自治体・県・国において以下のような対策（イメージ）を連携して検討し、緊急的に実施する
流域治水の取組としてまとめ、中川・綾瀬川流域における浸水被害の軽減を図る。

P

P

河道掘削による流下断面の確保

堤防整備による流下断面の確保

【県・市町】
・貯留機能保全区域の指定
・田んぼダム
・校庭貯留 等
・農業用水路の活用 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

【市町】
・内水ポンプ新設・増強
・下水道（雨水）の整備
・調整池・貯留管の整備 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

被害対象を
減少させるための対策

【国・県】
・河道掘削
・堤防整備
・調節池 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

本川

支川

支川
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流域治水の推進と特定都市河川（特定都市河川とは）

※令和４年度 水管理・国土保全局関係予算概要より引用 8



流域治水の推進と特定都市河川（特定都市河川とは）

※令和４年度 水管理・国土保全局関係予算概算要求概要より引用9



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（特定都市河川指定）
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○ 中川・綾瀬川流域では、農地が地先周辺の浸水拡大の抑制及び下流への流量低減等の治水上重要な雨水貯留効果を発揮。
○ 今後の流域治水の取組として、いかに農地等の保全と開発のバランスをとりつつ、貯留機能の向上やグリーンインフラとして
の活用を行い、安全なまちづくりを推進していくかが重要。

○ 特定都市河川の指定を行った場合の貯留機能保全区域制度の活用やまちづくり計画と整合を図った計画検討により、将来
にわたって流域の貯留機能の保全・向上を図っていくことが可能。

○ また、保全とあわせて田んぼダム等取組を実施する際には、昨今拡充されている交付金等の活用やスマート田んぼダム等の
先進的取組、環境学習、伝統産業の継承など、多面的な観点から推進を図る。

■特定都市河川の指定を行った場合の貯留機能の保全、田んぼダムによる貯留機能の向上

「貯留機能保全区域制度」 「田んぼダム」

×
水田で餌をとるサギ

＜行田市の事例＞

引用：行田市忍川浸水対策連絡協議会 資料



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（農業用水路の活用について）

○ 当該地域には、数多くの農業用水路があり、大雨前に事前放流することにより、雨水を一時的に貯留するように活用する
ことも考えられる。

■農業用水路の活用

出典： 佐賀県二級河川流域治水協議会 資料
11https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00379855/index.html



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（情報共有の在り方について）
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○ 今次出水では、国、県、市町のホットラインで情報共有を行っていたものの、それぞれの排水施設の稼働状況をタイムリーに
把握することが現状で困難な状況。

○ このため、国、県、市町の排水施設の稼働状況、河川の水位等を一元的に把握できる仕組みについて検討を行い、運用につ
なげる。

■排水施設の稼働状況を一元的に共有するための検討

放
水
路

本川

支
川

凡例

排水機場

運転中

水門

休止中

全開

全閉

中間

水位観測所

■情報共有のイメージ

■災害対策室における情報共有



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（排水ポンプ場等の運転ルールについて）

○ 今次出水では、市町が設置する県の許可を受けた排水（内水）ポンプ場等の稼働状況を把握するため、排水（内水）ポンプ場
等の運転ルールについて点検を行った。また、必要に応じて見直し等を行う。

■排水（内水）ポンプ場の運転ルール等の点検

■排水（内水）ポンプ場の例

■出水時における排水ポンプ場の運転調整について

13出典： 河川事業関係例規集（公益社団法人 日本河川協会）



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（浸水範囲の特定）
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保険加入者
住宅への設置
による、被害
状況の把握、
保険金支払
いの円滑化

警備対象施
設における浸
水被害の早
期検知、対
応の迅速化

店舗施設
における浸
水被害の
早期検知、
対応の迅
速化

河川における
越水や破堤の
早期把握

各種ファシリティ
の浸水把握

地域の被害把握、災害対応の迅速化

浸水センサ

データ集約

河川管理

市町村

施設管理

保険会社

警備会社

店舗管理

排水ポンプ
車の配置の
迅速化

【既存の技術】 【技術開発】

ヘリによる調査

痕跡調査

リアルタイム性
・悪天候時に調査不可
・夜間調査不可

機動力
・広範囲の調査不可
・多数の人材確保
・専門の技術者が必要

・小型
・低コスト
・⾧寿命

ワンコイン浸水センサ
【災害時】
・早期の人員配置
道路冠水による通行止め
避難所の開設 等

・ポンプ車配置の検討
【復旧時】
・罹災証明（自治体等）の
簡素化・迅速化

・保険の早期支払い
・災害復旧の早期対応

など

令和3年度
・実証実験準備会合を開催
・実証実験に向けてセンサの仕様
や実施内容を検討・確定

令和４年度
・モデル地区となる自治体５市町
において、国・自治体・民間企
業等（10団体）にてセンサを設
置し、実証実験を開始

令和５年度
・モデル地区となる自治体を５１
に拡大し、国・自治体・民間企
業等（25団体）にてセンサを設
置し、実証実験を継続

・必要に応じ、エリアを拡大

表示イメージ

浸水被害の把握
センサの特徴

官民連携による浸水域把握イメージ
堤防の越水・決壊などの状況や、地域における浸水状況の速やかな把握のため、浸水センサ
を企業や地方自治体等との連携のもと設置し、情報を収集する仕組みを構築

小型、⾧寿命かつ低コストで、堤防や流域内に多数の設置が可能な浸水センサ

活用イメージ

スケジュール

実証実験に用いている６種類の浸水センサ

（R5.8.4時点）

ワンコイン浸水センサ～官民連携による流域の浸水状況把握～


